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．
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寒
く
な
い
ぞ
／

－

ハ

ダ

カ

マ

ラ

ソ

ン

ー

十
一
月
上
旬
か
ら
冬
型
気
圧
配
置
と

な
り
、
急
に
北
九
州
地
方
も
寒
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
朝
の
通
勤
者
の
中
に
は

セ
ー
タ
ー
姿
も
目
だ
つ
よ
う
に
な
り
、

い
よ
い
よ
冬
本
番
。

大
人
が
寒
そ
う
に
し
て
い
る
な
か
、

こ
こ
第
3
保
育
園
で
は
、
四
年
前
か
ら

盛
康
ハ
ダ
カ
マ
ラ
ソ
ン
〟
を
酪
け
て

い
ま
す
。
毎
日
、
九
時
過
ぎ
に
な
る
と

風
邪
を
ひ
い
て
な
い
子
は
、
全
員
上
半

身
ハ
ダ
カ
で
準
備
体
操
（
写
真
）
を
始

め
ま
す
。
年
長
さ
ん
か
ら
一
番
小
さ
な

き
よ
し
君
（
2
歳
）
ま
で
団
地
内
コ
ー

ス
に
分
か
れ
て
元
気
に
走
り
ま
す
。

最
初
は
、
病
気
が
ち
の
か
ず
ひ
こ
君

や
て
っ
べ
い
君
な
ど
の
両
親
は
心
配
で

反
対
し
て
い
ま
し
た
が
「
今
は
丈
夫
に

な
り
風
邪
も
ひ
か
な
く
な
り
ま
し
た
」

と
大
変
喜
こ
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
薄
着
の
習
慣
の
つ
い
た
園
児

が
〝
両
親
に
薄
着
を
す
す
め
″
苦
笑
し

て
い
る
保
護
者
も
い
る
と
か
。

〝
健
康
は
最
大
の
財
産
で
す
″
－
コ

タ
ツ
に
入
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
／
健
康

マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う
。

町の人口

負月末現在（）は昨年比
／〇

人　ロ　　26，544（＋733）

男　　12，933（＋403）

女　　13，611（＋330）

世帯数　　8，140（＋308）

町の面積　　10．82触2

風邪に負けるな。／　自分のからだは　自分で健康管理
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十
一
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の

冬
場
は
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
な
ど
の

暖
房
器
具
を
使
う
こ
と
か
ら
、
一

年
の
う
ち
で
も
最
も
火
事
の
多
い

季
節
で
す
。

火
災
の
原
因
を
み
ま
す
と
、
暖

房
器
具
の
中
で
一
番
多
い
の
は
、

な
ん
と
い
っ
て
も
石
油
ス
ト
ー
ブ

で
す
。
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
安
全
な

取
り
扱
い
万
と
火
を
消
す
た
め
の

三
一
つ
の
基
本
″
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

運動期間中、朝7時と夜8時の2

回サイレンを鳴らします。

を
ぬ
ら
し
て
か
ぶ
せ
る
と
消
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

［
聖
下
げ
Ｈ
］
鍼

火
事
と
聞
い
た
ら
、
ま
ず
「
水
／
」

と
反
射
的
に
ピ
ン
と
く
る
は
ど
、
水
は

冷
却
消
化
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
で
す
。

ま
た
、
天
ぷ
ら
な
べ
に
火
が
は
い
っ

た
と
き
な
ど
、
手
近
に
あ
る
野
菜
を
入

れ
る
の
も
冷
却
消
火
の
一
つ
の
方
法
で

す
。

〝
仲
た
が
い
″
で
火
は
消
え
る

ま
す
。ま

た
、
倒
れ
た
石
油
ス
ト
ー
ブ
が
燃

え
だ
し
た
と
き
は
、
シ
ー
ツ
な
ど
を
水

苫
田
サ
カ
エ
下
二

岡
　
　
隆
一
猪
熊

柴
田
　
静
貫
　
机

天
生
園
（
火
葬
場
）

へ
　
の
道
順
案
内

遠
賀
町
の
天
生
国
（
遠
賀
・
中
間
複

合
組
合
－
火
葬
場
）
　
へ
行
く
道
で
、
旧

3
号
線
よ
り
遠
賀
中
学
校
・
サ
ン
ロ
ー

ド
の
前
を
通
る
コ
ー
ス
は
、
鹿
児
島
本

線
下
で
ガ
ー
ド
高
交
通
規
制
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

鉄
道
ガ
ー
ド
高
規
制
は
、
2
別
3
0
α

で
す
。
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
な
ど
で
行
か
れ

る
場
合
は
、
地
図
の
よ
う
な
コ
ー
ス
を

通
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ⅲｌ刷…ｌ

火
　
の
　
三
　
要
　
素

火
が
出
る
－
も
の
が
燃
え
る
た
め
に

は
「
燃
え
る
も
の
」
と
「
空
気
（
酸
素
）
」

と
「
熱
」
が
必
要
で
す
。
こ
れ
は
い
わ

ば
〝
火
の
三
要
素
″
と
い
え
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
ど
れ
か
一
つ
で
も
欠
け

る
と
、
物
は
燃
え
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
火
を
消
す
と
い
う
こ
と
は
、

こ
の
か
燃
え
る
三
要
素
″
の
ど
れ
か
一

つ
を
取
り
除
く
、
あ
る
い
は
、
Ｌ
や
断

し
て
や
れ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
ふ
だ
ん
家
庭
の
台

所
な
ど
で
、
毎
日
、
火
を
つ
け
た
り
消

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
、
よ
う
な

〝
点
火
″
と
〝
消
化
″
の
し
く
み
は
、

燃
え
る
三
要
素
を
組
み
合
わ
せ
た
り
、

ク
仲
た
が
い
″
さ
せ
た
り
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。
消
火
の
コ
ツ
も
、

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

消
火
の
方
法
は
、
こ
の
燃
え
る
三
要

素
に
見
合
っ
た
三
つ
の
形
が
考
え
ら
れ

ま
す
、
つ
ま
り
、
三
要
素
の
ど
れ
か
一

つ
を
初
期
の
段
階
で
、
〝
仲
た
が
い
〟

さ
せ
る
の
で
す
。

取
　
り
　
除
　
く

［
…え

る
も
の
を

］
除
去
消
化

例
と
し
て
は
、
ガ
ス
火
災
の
と
き
な

ど
元
せ
ん
を
閉
め
て
〝
火
元
″
を
断
っ

た
と
か
、
山
火
事
の
と
き
、
周
囲
の
木

を
切
っ
て
延
焼
を
防
ぐ
場
合
な
ど
が
あ

り
ま
す
。［

誓
蟻
素
∑
絹

天
ぶ
ら
を
あ
げ
て
い
て
電
話
が
か
か

り
、
う
っ
か
り
長
話
に
な
っ
て
戻
っ
て

み
る
と
、
な
べ
に
火
が
は
い
っ
て
い
る

－
こ
ん
な
時
と
っ
さ
に
、
な
べ
に
フ
タ

を
す
る
と
酸
素
が
断
た
れ
、
火
は
消
え

第
3
1
回
　
人

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
は
第
三

十
一
回
「
人
権
週
間
」
で
す
。

こ
れ
は
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
日

第
三
回
国
際
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権

宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て

設
け
ら
れ
た
も
の
で
本
年
で
三
十
一
年

目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

福
岡
法
務
局
北
九
州
支
局
、
北
九
州

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
で
は
本
年
度
の

啓
発
重
点
目
標
を

。
人
権
を
共
存
し
互
い
に
相
手
の
立
場

を
考
え
て
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く

ろ
ー
フ

。
部
落
差
別
を
な
く
そ
う
ー
特
集
号
参

考
。
児
童
の
健
全
な
育
成
に
努
め
よ
う

と
定
め
、
市
町
村
等
関
係
団
体
の
協
力

を
得
て
人
権
思
想
の
普
及
徹
底
に
つ
と

権
週
間

め
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
、
無
理
を

強
い
ら
れ
た
り
、
村
八
分
に
さ
れ
た
り

老
人
、
子
供
、
身
体
の
不
自
由
な
か
た

等
で
虐
げ
ら
れ
て
い
る
人
な
ど
は
あ
り

ま
せ
ん
か
、
も
し
、
あ
る
と
き
は
地
元

の
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
へ
申

出
下
さ
い
。
調
査
の
う
え
、
そ
の
よ
う

な
事
実
が
認
め
ら
れ
る
と
き
は
適
切
な

処
置
を
と
り
ま
す
。

ま
た
、
登
記
、
戸
籍
、
借
地
、
借
家

相
続
、
金
銭
貸
借
そ
の
他
の
法
律
問
題

で
お
困
り
の
か
た
や
心
配
ご
と
悩
み
ご

と
等
が
あ
る
か
た
は
、
い
つ
で
も
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
当
町
の
人
権
擁
護
委
員
は
次

の
と
お
り
で
す
。

遠賀町役場

りパス

3 謹 ≡透 ㊥甜 中細

畏　　　 脚 本線　 『 〒 董

哉　 鉄道が小 高　　　 旧3繍
2ｍ30

！〃
デ
砲　　　　　　　　 花園橋

°　　　　　　　　　　 窃
天生閲　　　　　　　　 功　 ㊥浅木小学校

前
回
号
で
俳
句
会
の
作
品
に
あ
や
ま

り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
訂

正
し
お
わ
び
し
ま
す
。

曝
初
音
黒
猫
の
眼
の
喧
め
け
り

吉
田
　
　
副
田
　
寿
一

満
月
へ
初
孫
高
く
さ
し
上
ぐ
る

吉
田
　
白
石
　
禎
輔

鳩
高
音
し
て
休
日
を
自
覚
た
る

新
生
街
　
山
下
　
品
石

どの子にも　愛を　希望を　しあわせを／
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戸
籍
、
住
民
票
は

近
く
の
「
た
ば
こ
屋
」
さ
ん
で

水
巻
町
で
は
、
忙
し
い
人
の
た
め
に

近
く
の
た
ば
こ
崖
さ
ん
で
、
戸
籍
、
住

民
票
が
交
付
で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す

こ
れ
は
、
次
の
と
お
り
町
内
の
七
か

所
の
た
ば
こ
良
さ
ん
で
取
扱
い
ま
す
。

申
込
み
は
、
備
え
付
け
の
用
紙
に
簡

単
な
必
要
事
項
を
書
き
込
む
だ
け
で
、

原
則
と
し
て
そ
の
店
で
翌
日
、
受
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
手
数
料
は
、
役
場

と
か
わ
り
ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
利
用
く

だ
さ
い
。

㊥
坂
扱
い
た
ば
こ
展
さ
ん

①
二
町
営
住
宅
入
口
　
原
口
商
店

㊥
下
二
町
住
バ
ス
停
前
　
千
々
和
店

㊥
苫
田
ノ
二
新
県
道
筋
　
白
石
商
店

④
鯉
口
バ
ス
停
付
近
　
小
田
商
店

⑤
古
賀
新
生
街
入
口
　
井
上
商
店

◎
樋
口
商
店
街
入
口
　
山
本
商
店

⑦
猪
熊
バ
ス
停
前
　
　
岡
部
商
店

㊥
毎
日
の
お
届
け
時
間

。
月
曜
日
か
ら
金
曜
白
ま
で

毎
日
1
4
時
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
も

の
に
つ
い
て
は
、
翌
日
の
1
6
時
ま
で

に
届
け
ま
す
。

。
土
曜
日

1
0
時
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
月
曜
日
1
6
時
ま
で
に
届

け
ま
す
。

。
日
曜
日

火
曜
日
の
1
6
時
ま
で
届
け
ま
す
。

時
間
ま
で
に
申
込
ま
な
い
場
合
は
翌

々
日
に
な
り
ま
す
。

㊥
ご
注
意

他
人
の
戸
籍
を
と
る
場
合
は
、
役
場

に
直
接
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

ｌ
ご
　
¢
〆
大
竹
－

へ

成
人
式
の
該
当
者
を
調
査
し
て
い
ま
す

前
納
保
険
料
　
で
　
′
舛
0
′

お
得
な
簡
易
保
険
を

町
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
1
月
1
5

日
に
行
な
わ
れ
る
成
人
式
に
該
当
す
る

新
成
人
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

前
号
（
1
1
月
1
0
日
号
）
で
新
成
人
の

名
簿
を
掲
載
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
多
数

の
あ
や
ま
り
や
も
れ
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
深
く
お
わ
び
す
る
と
と
も
に
、
も

れ
た
た
に
か
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
再

掲
い
た
し
ま
す
。

伊
左
座
　
永
沼
泰
典
、
小
幡
実

み
ず
ほ
　
浦
川
徹

上
　
二
　
福
田
み
ゆ
き
、
落
合
雅
一

下
　
二
　
青
木
由
美
子
、
吉
田
恒
海

下
〓
町
住
　
小
野
恵
子

吉
田
団
地
　
蛭
田
敏
樹
、
富
永
成
子
、

大
庭
達
也

吉
田
ノ
三

鯉
口
団
地

美
吉
野
団
地

古
　
賀

梅
の
木
団
地

高
松
団
地

小
田
恵
子

吉
岡
剛
、
下
釜
雅
美

田
中
ふ
じ
え

富
谷
恵
美

八
ケ
代
明
美

緒
方
律
雄
、
安
永
あ
さ
み

塩
川
信
一

樋
　
口
　
椋
毛
千
恵

郵
便
局
の
簡
易
保
険
で
は
、
毎
月
の

保
険
料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
払
込
み

ま
す
と
（
財
形
貯
蓄
保
険
を
除
く
）
、

次
の
よ
う
な
割
引
を
行
い
ま
す
（
Ｓ
か

月
分
以
上
の
場
合
に
限
り
ま
す
。
）

例
－
月
額
保
険
料
1
万
円
の
場
合

払
込
月
数
一
　
割
　
引
　
額

3
か
月
一
千
円
（
1
か
月
分
の
1
両
）

6
か
月
盲
千
円
（
1
か
月
分
の
％
〕

1
　
年
丁
万
円
（
1
か
月
〕

噸
次
、
払
込
み
年
数
に
応
じ
て
有
利

な
割
引
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ボ
ー

ナ
ス
の
あ
る
1
2
月
に
計
画
的
に
利
用
さ

れ
ま
す
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
保
険
料
の
払
込
み
が
な
い
ま

ま
3
か
月
を
経
過
し
ま
す
と
、
保
険
契

約
の
効
力
は
な
く
な
り
、
万
ｌ
の
こ
と

が
あ
っ
て
も
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

ジ
　
ョ
　
ッ
　
ギ
　
ン
　
グ
を
し
よ
う

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
と
は
、
も
と
も
と

「
そ
っ
と
押
す
」
と
か
「
ゆ
っ
く
り
進

む
」
と
い
う
意
味
で
す
が
、
体
力
づ
く

り
の
上
で
は
「
全
身
の
力
を
ぬ
い
て
、

ゆ
っ
く
り
進
む
」
と
い
う
意
味
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
、
お
し
ゃ
べ
り
し

な
が
ら
走
る
程
度
で
、
ス
ピ
ー
ド
や
タ

イ
ム
を
競
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
く
ま
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
あ
せ
ら
ず
、

ゆ
っ
く
り
－
こ
れ
が
基
本
で
す
。

あ
な
た
も
〝
健
康
体
力
づ
く
り
の
最

良
の
妙
薬
″
　
ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
を
は
じ
め

て
み
ま
せ
ん
か
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

身
障
者
セ
ン
タ
ー
に
植
樹

十
一
月
十
三
日
、
身
体
障
害
者
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
）
の
玄
関
に
、
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
ま
き
の
木
な
ど
の
寄
贈

が
あ
り
、
植
樹
が
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
せ
っ
か
く
り
っ
ば
な
セ
ン

タ
ー
が
建
設
さ
れ
た
の
に
〝
緑
が
な

い
．
と
関
係
者
か
ら
強
い
要
望
が
で
て

い
ま
し
た
。

写
真
の
よ
う
に
、
ま
き
、
な
の
実
、

き
ん
木
せ
い
、
さ
ざ
ん
か
、
つ
つ
じ
と

植
木
屋
さ
ん
の
あ
ざ
や
か
な
手
さ
ば
き

で
、
み
る
み
る
間
に
す
ば
ら
し
い
庭
が

で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
〝
町
の

美
化
運
動
″
の
一
環
と
し
て
、
植
樹
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
九
月
か
ら
も
各

学
校
に
つ
つ
じ
、
ひ
い
ら
ぎ
な
ど
を
植

え
て
い
ま
す
。

春
に
は
、
セ
ン
タ
ー
、
各
学
校
に
色

と
り
ど
り
の
つ
つ
じ
が
咲
き
乱
れ
、
み

ん
な
の
心
を
な
ご
や
か
に
包
ん
で
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ジョツギンクのフォーム

臼前後左右にゆすらないように。

／見習諾鵠孟鵠：
田前傾しすぎないよう
に。前傾しすぎると歩幅が
狭くなってしまいます。

田腰を前方に突き出す感
じを保ちます。ぐらつくよ
うなら、腹背筋を強化。

田キックしたとき、
脚が真っすぐなるのが

ニ理想的。またキッ
クのあと紳が後ろ
に流れないように。

ＥＢ‘
＼

皿あまり下を見な→
いで、前方を見る。

臼あごを突き出した一ノ
り、音にむだな力を入れ
ない。

血朋手は軽く操り
ひじを90度ぐらいに曲賎
体側にそって振る。

ＥＳひざは稟っす

外鰍こ開いてあげる
と正しくキックがで
きなくなります。

互忘三一三と．′
柵櫓球部（足の親指のつ●足の裏全体で支え◆かかとで着地。
けね）でキックします。

年賀状の受付は12月15日からです。郵便番号は正確に
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1

歳

6

か

月

検

診

▼
日
時
　
1
2
月
3
日
・
1
7
日

1

3

時

3

0

分

～

1

5

時

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

▼
対
象
児
　
1
8
か
月
～
2
0
か
月

母
子
手
帳
持
参
の
こ
と
。

母

子

手

帳

交

付

母
子
手
帳
の
使
い
方
及
び
妊
娠
中
の

保
育
指
導
を
い
た
し
ま
す
。
必
ず
1
0
時

ま
で
会
場
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
1
2
月
3
日
・
1
7
日

▼
場
所
　
役
場
酉
別
館

印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

子
宮
ガ
ン
検
診

い
ま
ま
で
の
検
診
で
多
く
の
疑
い
の

あ
る
か
た
を
発
見
し
、
治
療
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
是
非
検
診
を
受
け
て
安

心
を
／

▼
目
時
　
1
2
月
5
日
　
9
時
～
1
0
時

▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
料
金
、
国
保
－
五
百
円

一
般
－
千
百
円

▼
定
員
　
百
名

▼
受
付
け
　
1
1
月
2
6
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で

貨
の
撮
嘩
一
謂
相
談

1
2
月
4
日
～
1
0
日
ま
で
人
権
週
間
に

あ
た
り
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は

1
2
月
7
日
に
合
同
で
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
か
た
く

守
り
ま
す
。

▼
日
時

合
同
相
談
会
　
1
2
月
7
日

1
0
時
～
1
5
時

1
2
月
1
7
日
・
2
7
日
・
1
3
時
～
1
6
時
3
0

分
▼
場
所
　
町
民
会
館

▼
相
談
員
　
法
務
局
職
員
、
人
称
擁
護

委
員
、
福
祉
事
務
所
職
員

▼
相
談
内
容

人
権
、
名
誉
侵
害
、
借
地
借
家
、
金

践
貸
借
、
離
婚
、
遺
産
相
続
な
ど
。

自
　
衛
　
官
　
募
　
集

▼
2
等
陸
海
空
士

。
来
年
1
月
～
2
月
入
隊
は
1
8
歳
～
2
4

歳
ま
で
。

。
来
年
2
月
～
4
月
入
隊
は
釆
春
卒
業

の
高
卒
、
大
卒
見
込
の
男
性

試
験
は
毎
週
月
曜
・
水
曜
－
受
付
は

常
時

▼
陸
海
空
自
衛
隊
生
徒

。
中
卒
者
及
び
釆
春
見
込
者
で
1
5
歳
～

1
7
歳
ま
で
の
男
性
。
受
付
は
1
2
月
2
2

日
ま
で
。

く
わ
し
い
て
と
は
芦
屋
基
地
募
築
事

務

所

（

曾

0

9

3

・

2

3

・

0

9

8

1

内
線
3
4
8
）
ま
で
。

入
学
口
1
ン
の
貸
付

…
国
民
金
融
公
庫

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
来
春
、
進
学

予
定
者
（
高
校
～
大
学
）
の
進
学
資
金

貸
付
を
行
い
ま
す
。

▼
融
資
額
　
5
0
万
円

▼
金
利
　
　
年
。
0
％

▼
返
済
期
閻
　
高
校
－
3
年
、
短
大
－

2
年
、
大
学
1
4
年

▼
相
談
窓
口
　
各
金
融
機
関
、
信
用
金

庫
、
農
協
な
ど
。

申
込
み
は
、
来
年
一
月
か
ら
受
付
け

ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
公
庫
八
幡
支

店

（

普

6

4

1

・

7

7

1

5

）

ま

で

。

公
給
領
収
証
を

受
け
取
り
ま
し
ょ
う

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

料
理
店
・
バ
ー
な
ど
で
飲
食
を
し
た
り

㊥
な
ど
で
宴
会
を
き
れ
ま
す
と
、
そ

の
料
金
の
全
額
に
1
0
％
の
料
理
飲
食
等

消
費
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
す
し
屋
、
ス
ナ
ッ
ク
な
ど
の

飲
食
店
や
喫
茶
店
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に

黙
す
る
場
所
で
の
一
人
ｌ
回
の
飲
食
の

料
金
が
二
千
円
を
超
え
る
と
き
に
も
、

同
様
に
料
理
飲
食
等
消
費
税
が
課
税
さ

れ
ま
す
。

店
の
経
営
者
は
、
飲
食
等
の
料
金
と

共
に
こ
の
税
金
相
当
額
を
お
客
さ
ん
か

健
康
づ
く
り
大
会

み
な
き
ん
の
多
数
の
参
加
を

一

▽

日

時

1

1

月

2

6

日

（

月

曜

）

▼
　
　
　
　
1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
3
0
分

－
▽
場
所
　
町
民
会
館

▽
内
容
　
記
念
講
演
及
び
医
療
機

器
展

一
希
望
者
に
は
1
2
時
3
0
分
よ
り
1
3

一
時
3
0
分
ま
で
血
圧
測
定
と
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
。

ら
預
り
、
お
客
さ
ん
に
は
納
税
義
務
を

果
た
し
た
証
拠
と
し
て
．
、
公
給
街
収
証

を
渡
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

必
ず
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
免
税
の
場
合
は
原
則
と
し
て

公
給
領
収
証
は
お
渡
し
し
ま
せ
ん
。

12月　し尿汲取予定日

1口　頃末、猪熊

3［】頃未、唐熊県往、鯉口、猪熊

4日　唐熊県住、鯉口、御輪地、猶・熊

5日　鯉口、御輪地、垣添、猪熊（入柳）

6日　松栄荘団地、頃未（15・25区）革返し

緑風園、中央区

7日　頃宋（18区）、松栄荘団地、美吉野団

地、中央区、緑風園、川端通り、県道

筋、頃末（5・12・13区）

8日　頃末（5・12・13区）川端通り、県道

筋、美吉野団地

10口　美吉野団地、新生街、片山宮尾、ヌメ

リ石、立屋敷、伊左座、古賀

11日　古賀区、高松区、頃宋（6・11・14

区）、大橋、商店街、月夜待、吉田本

村、下ニ

12口　頃末（6・11・14区）、下二町住、二

町住、車返し、二

13日　頃末（6・11・14区）、吉田団地、営

尾、御輪地、宵ノ下社宅

14口　語田田地、机社宅、樋口卯月

15［1吉田団地、樋口、猪熊

17日　二、下二、樋口

18日　吉田本村、伊左座

19日　みずほ団地

20日　みずほ団地、猪願町任

21日　幼稚園通り、古賀県住、古賀区（梅ノ

木団地側）

22日　幼稚園通り、猪熊

24日　梅ノ木区

25日　梅ノ木区

－．お　　礼一
香典返しとして次のかたから社会福祉協議会にご寄贈があ

し上げます。

川上　ミツ殿
大川内タケチヨ殿
佐藤　高昭殿

本田　文子殿
泉　　敏夫殿

りました。ご冥福をお祈り串
吉田一　　故川上　　質殿
吉田一　　故大川内虎雄殿
鯉口団地　故佐藤　艮高殿

上　二　　故本田助次郎殿
古賀県住　故泉　　昭子殿

水巻町短歌会より大会を記念して寄贈がありました。ありが
とうございました。

あ　なたの役場です　　電話（201）4321番
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払


